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国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
指
定
棚
田
地
域
の
振
興
に
資
す
る
事
業
を
活
用
し
た
棚
田
地
域
振
興
活
動
を
促
進
す

る
た
め
、
農
業
者
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
、
地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
棚
田
地
域
振
興
活

動
に
参
加
す
る
者
に
対
し
、
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
生
産
基
盤
の
強
化
等
）

第
十
五
条
の
二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
棚
田
地
域
の
特
性
に
即
し
た
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
生
産
基
盤
の

強
化
（
災
害
復
旧
及
び
災
害
か
ら
の
復
興
に
係
る
も
の
を
含
む
。）、
地
域
特
産
物
の
開
発
並
び
に
生
産
、
流
通
及
び

消
費
の
増
進
、
先
端
的
な
技
術
の
導
入
並
び
に
観
光
業
そ
の
他
の
産
業
と
の
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を

す
る
も
の
と
す
る
。

（
鳥
獣
被
害
の
防
止
等
）

第
十
五
条
の
三

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
、農
業
の
振
興
等
を
図
る
た
め
、

鳥
獣
の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設
置
等
に
よ
る
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
防
止
並
び
に
こ
れ
ら
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
及
び

確
保
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
地
方
公
共
団
体
は
、」の
下
に
「
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
棚
田
地
域
の
農
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
人
材
そ
の
他
の
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

半
島
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
十
号

半
島
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

半
島
振
興
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
保
全
」
の
下
に
「
、
自
然
環
境
及
び
良
好
な
景
観
の
保
全
、
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
及

び
活
用
」
を
加
え
、「
か
ら
」
を
「
を
受
け
て
い
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
に
よ
り
」
に
改
め
、「
鑑
み
、」の
下
に
「
半
島
地
域

の
振
興
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か

し
、
半
島
地
域
と
継
続
的
な
関
係
を
有
す
る
半
島
地
域
外
の
人
材
を
含
む
」
を
加
え
、「
こ
れ
ら
の
地
域
」
を
「
半
島
地

域
」
に
、「
向
上
及
び
」
を
「
向
上
、」に
、「
定
住
の
促
進
」
を
「
定
住
の
促
進
等
及
び
半
島
防
災
（
半
島
地
域
に
お
け
る

そ
の
地
理
的
特
性
を
踏
ま
え
た
防
災
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
推
進
」
に
改
め
、「
均
衡
あ
る
発
展
」
の
下
に
「
並
び
に

地
方
に
お
け
る
活
力
あ
る
社
会
経
済
の
創
出
及
び
そ
の
再
生
（
次
条
第
一
号
に
お
い
て
「
地
方
創
生
」
と
い
う
。）」
を

加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
基
本
理
念
）

第
一
条
の
二

半
島
地
域
の
振
興
の
た
め
の
施
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

半
島
地
域
に
お
け
る
産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
が
他
の
地
域
に
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
こ
れ
ら
の
整
備
等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
住
民
の
生
活
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
の
一

環
と
し
て
、
多
様
な
主
体
の
連
携
及
び
協
力
の
促
進
、
半
島
地
域
に
お
け
る
定
住
の
促
進
等
を
通
じ
て
、
個
性
豊

か
で
活
力
に
満
ち
た
自
立
的
な
地
域
社
会
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
す
る
こ
と
。

二

半
島
地
域
が
国
土
の
保
全
、
自
然
環
境
及
び
良
好
な
景
観
の
保
全
、
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
及

び
活
用
、
多
様
な
文
化
の
継
承
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
機
会
の
提
供
、
食
料
の
安
定
的
な
供
給
等
我
が

国
及
び
国
民
の
利
益
の
保
護
及
び
増
進
に
重
要
な
役
割
を
担
つ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
役
割
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
半
島
地
域
の
地
理
的
及
び
自
然
的
特
性
を
生
か
し
、
そ
の
魅
力
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
旨
と
す
る

こ
と
。

三

半
島
地
域
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
る
等
国
土
資
源
の
利
用
の
面
に
お
け
る
制
約
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
住
民
が
孤
立
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
施
策
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

を
含
む
半
島
防
災
の
た
め
の
施
策
が
国
土
強
靱じ
ん

化
（
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・

減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
一
条
の
国
土
強
靱
化
を
い
う
。

第
十
五
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）の
理
念
を
踏
ま
え
着
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
す
る
こ
と
。

（
国
及
び
都
道
府
県
の
責
務
）

第
一
条
の
三

国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
、
半
島
地
域
の
振
興
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
総
合
的
か
つ
積

極
的
に
策
定
し
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
つ
と
り
、
そ
の
区
域
の
自
然
的
社
会
的
諸
条
件
に
応
じ
た
半
島
地
域
の
振

興
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
策
定
し
及
び
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
半
島
地
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町

村
相
互
間
の
広
域
的
な
連
携
の
確
保
及
び
こ
れ
ら
の
市
町
村
に
対
す
る
半
島
地
域
の
振
興
の
た
め
に
必
要
な
情
報
の

提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
生
活
環
境
等
の
整
備
）

第
十
六
条
の
二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
棚
田
地
域
へ
の
移
住
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
定
住
及
び
棚
田
地
域
に
お

け
る
特
定
居
住
並
び
に
棚
田
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
維
持
及
び
形
成
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、
住

宅
等
の
整
備
（
空
家
の
活
用
に
よ
る
も
の
を
含
む
。）、
棚
田
地
域
に
お
い
て
住
民
が
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

な
環
境
の
持
続
的
な
確
保
に
資
す
る
地
域
的
な
共
同
活
動
へ
の
支
援
そ
の
他
の
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た

め
の
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
移
住
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
）

第
十
六
条
の
三

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
棚
田
地
域
へ
の
移
住
及
び
棚
田
地
域
に
お
け
る
特
定
居
住
の
促
進
を
図

る
た
め
、
棚
田
地
域
へ
の
移
住
又
は
棚
田
地
域
に
お
け
る
特
定
居
住
を
し
よ
う
と
す
る
者
へ
の
情
報
の
提
供
、
便
宜

の
供
与
そ
の
他
の
棚
田
地
域
へ
の
移
住
又
は
棚
田
地
域
に
お
け
る
特
定
居
住
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
来
訪
及
び
滞
在

の
促
進
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
都
市
等
と
棚
田
地
域
の
交
流
の
促
進
等
）

第
十
六
条
の
四

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
農
業
、
棚
田
地
域
の
有
す
る
多
面
的
機
能
等
を
含

め
棚
田
地
域
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
健
康
的
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
に
資
す
る
た
め

余
暇
を
利
用
し
た
棚
田
地
域
へ
の
滞
在
の
機
会
を
提
供
す
る
事
業
活
動
の
促
進
そ
の
他
の
都
市
等
と
棚
田
地
域
と
の

間
の
交
流
の
促
進
等
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
棚
田
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
者
の
間
に
お
け
る
連
携
及
び
協
力
の
確
保
）

第
十
六
条
の
五

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
棚
田
地
域
の
持
続
的
な
発
展

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
年
齢
、
性
別
等
に
か
か
わ
り
な
く
、
農
業
者
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
、
地
域
住
民
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
（
地
域
人
口
の
急
減
に
対
処
す
る
た
め
の
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
を
い
う
。）、
学
校
、
事
業
者
そ
の
他
の
棚
田
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
者
の
間
に
お
け
る
緊
密
な
連
携
及

び
協
力
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施

行
す
る
。
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